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白ねずみの成長に及ぼす各種無機塩類過剰食の影響について
荻　栄養累の一つである叙横塩掛は生体構成分として，ま
た種々の生理作用上の働きがあり，動物の成長や生理現
象に対しても重要な存在であることは周知のところであ
る。現在栄養所要量として意識して扱う必要のあるもの
は，日本人の食生特上不足しがちであるとして，カルシ
ウムと鉄がとり上げられているに過ぎない。然し最近の
食生活の偏りや食品添加物の使用などにより，ある種の
無梯培頬の不足や反面過剰が起る危険はますます大きく
なって来ていると思われる。
不足の問題については多くの無機塩杭について検討が
1）2）3）
なされているが，過剰になったはあいについては特に心
配ないと考えられているのか，それを検糾した報告は意
外に少ない。今回無機塩類を過剰に摂取したばあいの，
動物への影響を検討すべく米車所要畳で示されているカ
ルシウム，鉄並びに食塩（塩化ナトリウム）及びカリウ
ム，の四徒費をとりあげ，白ねずみの成長に及ぼす影響
について観察したのでその結果を報告する。
表Ⅰ試験飼料の組成（単位g）
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実験方法
1．実験動物
近親交配によって得られたwister系白ねずみ，離乳後
10日くらい（体重60g前後のもの）を用い，別々のゲー
ジに入れ，3へ5匹を1群として飼育した。
また必要に応じ体重150～20llgの放熱白ねずみについ
ても迫試し，更にそれらを何度となく繰り返して実験
し，結果の確認を行った。tずれも室温20～250Cにて
4週間飼育するのを原則とした。
2．試験飼料
基本的には各無機塩桁ともマツカラム塩札185を基本
にして，表1に示すような飼料を作成して1匹1日当
り，白ねずみの体重100gまでは10g，100g以上は15g，成
熟自ねずみについては20gへ30gを与えた。水は水道水を
自由に与えた。
糖　質　蛋白質　脂　質　　ピ　タ　ミ　ソ
庶　糖　カゼイン　大豆油　バンビタン末
基本食（対照）　　　　66　　　　18　　　10
全好機塩塀過剰食　　　　66　　　　　ユ8　　　ユ0
カルシウム過剰食
鉄　過　剰　食
食　塩　過　剰　食
カリウム過剰食
そ　の　他　　備　考
乳酸カルシ
ウム4．6g
クエン酸鉄
0．C44g
掠化ナトリウ
ム（NaCl）15g
リン酸二カリ
ウム（K2HO4）
17．どg
マツカラム
塩5倍畳と
たし
カルシウム
として0．Fg
鉄として
10mg
カリウムと
して8g
※リン醍二カリウムを半畳にしたはあい，上記カリウム過剰食のうちリン酸二カリウムの添加丑8．9gでカリウム
として約4gとなる。
泳好　カリウムの給源を塩化カリウム（KCl）にかえたはあい，塩化カリウムの添加量は7．9gでカリウムとして
約4gとなる。
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3．測定並びに観察
3日毎に体重，体長を測定した，また毎日飼料摂取畳
を測定し，飼育終了後全食下畳（択取盈），飼料効率な
どを算出した。なお発育状況並びに一般症状，外観変化
なども併せて観察した。
実験結果並びに考察
1．体重変化
各種の無機：塩煩過剰飼料にて飼育した自ねずみの成長
曲線は図1に示すとおりである。いずれも対照より発育
悪く，特にカリウム過剰食群は飼料の摂取がみられなく
なり，成長が低下し2週間前後で全部のねずみが死亡し
てしまった。
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2．一般症状
それぞれの飼料群の白ねずみの外観や発育状況の観察
結果の概要は次のようであった。
カルシウム過剰食群
2週間目で毛が黄色くなりうすくなって来た。毛がい
つも濡れた感じ，3週間で毛が茶色となりロから出血が
みられた。
鉄過剰食群
3週間後から毛のつやがなくなり脱毛，26日日より全
ねずみに出血がみられた。
食埴過剰食群
2週間日頃より皮尼から出血，脱毛，毛が黄色くな
る。良くたぺる割には成長しない。
カリウム過剰食群
2週間前後に全部死亡，殆んど飼料を摂取せず，食欲
2
極度に不振，むくみ生じ毛並み惑い，手足のケイレンも
みられ，背骨曲り，皮鷹からの出血もみられた。出血の
ためか特に鼻先，ロの周囲，頭などの毛が赤褐色に変色
した。
マッカラム塩過剰食群（全塩類過剰投与）神経質にな
り，毛が少し締れ毛並みも悪くつやもなくなる。
3．カリウム食について
カリウム過剰食群については，飼料を殆んど摂取しな
いということがみられたので，その原因をさぐるぺくま
ず成熟白ねずみについて飼育試験をしてみた結果が図2
である。また使用塩頬のK2Hf〉04の添加量を半分に
※
減らしたばあい，　並びにカリウムの給源をKClに変更
※※
した　　飼料で飼育試験をしてみた結果を図3に示し
た。見られる様に成熟白ねずみにおいてもカリウム過剰
食を与えると摂食忌避が起こりカリウムの投与量が多い
ほどその慣向が強くなる。またカリウム給源をK2HP04
からKClにかえると摂食忌避は幾分少なくなるものの体
重減少は似た様な傾向になっている。
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次に糖質にシューグロースを用いたことが靂影響を強
くした様に感じられたので，その点を検討すべく，糖質
をコーンスターチに変えたものと比較してみた結果が図
4である。それによると，カリウム給源はK2HP04で
あっても，KClであってもシュークロース使用の場合の
成長が幾分遅くなる傾向が見られる。またK2HP04
とKClの比較ではK2HP04の方が発育が悪い傾向と
長野県短期大学紀舞
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図　4
なっている。これらのことから見て，同じ塩類であって
も他の栄養素との組合せによって悪影響が強く出るばあ
いがあり得るし，またどうゆう形の物質（食品の違いも
含めて）で摂取するかによっても過剰の影響のし方が異
なることが予想される。今回のばあいはK2HP04に
ついては燐酸塩の過剰が表面に現われているとも考えら
れるが，然し図3でみられる様にKClであっても似た様
な体重の低下が起り，カリウムの過剰そのものか使用し
たカリウム給源自体の害作用か明確ではないがいずれに
してもK塩の過剰投与は動物に悪影響を及ぼすことは確
かであるし，またK2HP04を与えると下痢便を起す
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がKClを使用すると水をよく飲む様になるなど使用塩
類の違いで起る現象に違いのあることも観察された。
今回の実験に用いたいずれの塩塀も食餌性の過剰の心
配はないか，少ないといわれ，日常あまり注意がはらわ
れていない。今回の投与量はやや極端な畳になっている
が，添加物の利用などで現実に摂取することがあり得な
い量ではなく，その過剰が動物に何らかの悪影響を実際
に起すのであれば，従来例えばCaに考えられていた吸
収に限界があるため過剰の心配はないこと，Rも過剰に
4）
よる悪影響の心配はないといわれていることなど更に検
討を要するものと患われるし，NaClは浮鮭の悪化や腎
炎，高血圧の誘発のほか成長期の自ねずみの成長にも影
響することなどからみて，栄養素の摂取というものは不
足は勿論であるが，摂りすぎても悪影響のあることを更
に認識すべきであると考える。特に無機塩類については
その点を更に綿密に検討する必要があるものと思われ
る。
また全無機塩類をバランスよく過剰投与されたより
も，どれか1つの塩類が単独で過剰になったばあいに悪
影響が強く現われることがみられたことの理由について
も，更に検討してみる必要がある。
満　蒙
全無機塩類，カルシウム，鉄，食塩，カリウムをそれぞ
れ過剰に含む飼料を用いて白ねずみを飼育し，その成長
への影響について観察し，次のような知見を得た。
いづれの過剰食のばあいも対照に比して成長速度が遅
くなり，また外観的にも皮膚や毛をに出血や変色，脱
毛，つやがなくなるなど異状が生じた。特にカリウム過
剰食については成長が悪くK塩の添加量が多いはあいに
は，極度の摂食忌避をおこし体重の著しい減少がみられ
た。
終りに臨み動物の飼育の一部を担当していただいた本
学食物専攻第25回生の諸嬢に感謝いたします。
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